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東北地方積雲地帯に於ける惑の花芽分化
並に花芽の発育に就て
青葉 高骨・大池恒雄持
Takasi AOBA & Tuneo OIKE: Studies on differentiation and development 
of the flower bud of the strawberry in Tohoku snowy district. 
(1) 緒 言
蓄の花芽分化及発育に関しては既に多くの研究があり 3)5) 6) ，その大要は明かにされて
居るが，務詳細な点並に各地方の実際ゎ状況に就ては不明な点も多い.掠東北地方は惑の
新興地として最近有望視されて来たが，東北地方積雪地帯に於ける菩の花芽分化並に花芽
の発育状況は未だ必ずしも明かにされていない，従って定植，施肥等の諸管理も多く経験
.に依り行われて居る状態である.又我国の従来の主要品種は大部分暖地向きのものであり，
最近Fairfaxの如き北方品種が東北に適することが認められたが花芽の分化，発育の点よ
り如何なる型が東北積雪地帯に適するかという点に就ても猶検討の要がある.
本実験は上記の点を明かにする為江口博士の示唆と指導に依り，山形県よりの研究費の
助成と研究室諸君の助力を得て行ったもので，此処に深謝オる.
(2) 材料及実験方法
供試品種としてBlakemore(早生)Marshall (中生)。長寿(晩生)(以上農業技術研究所
園芸部より分譲を受けたもの)並びに Magoon(中生，市販百)を主とし，外に Fairfax
(東北農業試験場園芸部より)及び他の数品種(千葉県紅香園より)を併せ使用した.
実験第l年 (1951-1952)は前記 Magoon迄の4品種を用い，花芽の分化"発育状況
を知る為，当年生ランナーより育成せる本葉 7-9枚の苗を 9月20日より 10--15日間痛
に毎回5株以上を取り， 70% アルコ~)レ中に貯蔵し，随時鱗片剥皮法及び縦断法5) を併用
して調査を行った.
調主主は頂花芽及び第1肢花芽を主とし必要に応じ第2以下の肢花芽等の一般観察をも行
L 、，花芽の分化，発育度は江口博士の基準6)に従った.即ち従来の例にならい花芽とは此
の場合花穂の調であり，花穂原始休の分化した時を分化期とし，其の後の花芽の発育度は
夫 k の花穂の頂花の状態にて表し，琴片，花弁，雄雌蕗形成期等を符号に依り記載した.
従って夫k の花穂の側花の分化，発育は当然それよりやや遅れて逐次行われているもので
ある.倫各花穂の基部より頂花の先端造を花穂長として示し，花穂の発育度を示す一助と
し7こ.
第2年目 (1952-1953)は前記諾品種の花芽の分化，発育並びに開花，結実状況を調査
した外， Magoonの当年苦を標高の異る次の3地点に8月1日定植し 9月11日より定期
に調査し，標高の差に伴う諸条件の差が，花芽の分化，発育に及ぼす影響を前年度同様の
方法に依り調査した.
*農学部園芸学研究室 (LaboratoryOI Horticultural Sci.ence， Faculty of Agriculture) 
**東北大学農学部園芸学教室 (Laboratoryof Horticultural Science. Faculty of Agriculture， 
Tohoku University.) 
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1.鶴岡市 山形大学農学部農場，標高約 15m，地下水位極めて高き壌土地帯 (第 l年
目は総て本農場にて育苦せる株を使用した).
2.山形県東田川郡手向村農学部高冷地農場，標高約 300m，開墾2年目の桔婿薄な
埴土 (火山泥流地帯).
3. 同郡東村湯殿山麓笹小屋標高約 740m，安山岩を母岩とする埴質壌土.
総て之等の育苗は慣行法に従い時間ーの管理を行~ " 概ね順調な生育を示した.叉高冷
地農場が1時特乾燥した以外は花芽の分北，発育に影響する程の水分の不足は認められな
かった.
叉気象関係資料は， 1. 2. は夫々の地点の観ì&[~f直を戴き 3. は曲管最高最低温度計によ
る毎日観測を委托したものである.
(3) 実験結果
花芽の分化， 発育状況は第1~4表の通 りである.即ち中生品種を通じ頂花芽分化期 (処
第1表 惑の花芽化並発育 (1951-1952鶴岡)
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ノ1-11第 1阪花 芽 AA'cIAA'A'1 AA'B 
9.3 7.3 
?
? ? ??
5.0 4.0 
× 
AAA 
(1葉数 1 8.51 8.0 1 8.3 1 8.8 ! 
長 1 1'''' 71: ~ ~ Fi!' ! x， 1 LlLl'RI RRr 1 1 LlLlJ:ml I1頂花芽進度 IAAA'I AA'B 1 BBC 1 IAABBI 
11同花穂長(mm)1 ー I0.2 I 1.0 I I 1.1! 
寿 11第1肢花 芽 Ix x x I xx x I x AAI I x AAI 
備考 1. x 未分化期，AA' 分化期，BB'琴片形成期，CC':花弁形成期，
EE' :雌蕊形成期 (夫h初期並概成期)， F:花器完成貼 F':開花期
2.初雪 1)月26日，根雪 1月17日-3月20日
平均気温 9月中旬 19.9.C，9月下旬 17.40C. 10月上旬 17.ぴC
謂花芽分化期) は鶴岡に於ては9月中下旬で，関東地方より約10-20日早く，
7.0 
C'DE 
IFF 
1 9.4 
I I C'E 
|7512 EE I ~.~ 
[ EE'I日目
1 3.21 4.3 
i AAI^I'D 
IAAT ~ 
DD' :蔚形成期，
5.0 
‘J 
其後11月頃
造の頂花芽の発育並Uこ肢花芽の分化，発育状況は関東地方と大差なく， 12月造に頂花芽は
頂花が花器も完成して，之が或程度伸長し曹を形成し，叉倒花も大部分小形ながら菅の形
態を整え，第1肢花芽は個k の花の分化と大部分の花の堆，雌珪等花器の形成が見られ，
之等に続L、て第 2，3肢花芽の分イ七'と幾分の発育が見られた.併し12月以後翌春3月造の
期間には之等の花芽の発育及び之等に次ぐ肢花芽の分化は殆んど認められなかった.
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第2表惑の開花及収穫期(1952.鶴岡)
も¥宅1明前中FTl暫ml号FSieFS
Blakemor巴14.12 15.10-5.151 5.27 1 6. 1 1 
Marshall 1 5.7 1 5.20 1 6目101 6.5 1 
Mae-oon 1 5.4 15.15-5.241 6.9 I 6.4 1 6.30 
Monarch 1 4.30 15.16-5231 6.6 ! 6.5 1 6.30 
長寿 15. 12 15.25-6. 31 6.15 1 6.9 1 7. 5 
其後3月中下旬の消雪期より花芽の生長
は再開され 4月に入り旺盛と成り 4月
中下句より頂花穂次で般花穂の開花が始ま
り，収穫は6月上旬より行われた.
猶花芽の年内の発育は，根雪期の遅い(第
1年 1月17日，第2年 12月20日)第1
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年度が一般に第2年より進んで居たが，開花結実期で・は根雪終期の早かった
月20日，第2年 3月15日)第2年目の方が反対に梢早かった.
(第 1年 3 
次に標高を異にした3地点に栽培した菩の花芽分化，発予ぎを見るに，標高の高い地点程
分北期が早 く，740mの笹小屋にては9月11日よ り分化個体が認められはしたが， 平地の
分化期との差は比較的僅かで，平均気温によ る時期の差より小さい.勿論根雪期聞の長い
高地の開花，成熟期は遅れ，笹小屋に於ては開花も 6月22日に始めて見られた.
次に早，晩生種の品種間差異は頂花芽分化期では10日余りに過ぎないが，其後早生種の
Blakemoreは速かな発育を遂げ，11月下旬には頂花穂は完成し，往k開花するものも見ら
れたのに反し，晩生の長寿では年内にはやっと頂花穂頂花に於ても雌i佳のJ形成期前後に止
り，第1肢花芽は分化直後であり，其の状態の{置で翌春の消雪期造経過した.併し消雪後
の花芽の発育はむしろ晩生の長寿の方が速かで，早生種に比し開花期では20-30日，収穫
期では僅か15日内外の差に縮小された.
件)考 察
菩は或程度の短日と低温に依り花芽を分化する如き体内条件となるものとされ，長[Jち先
ず頂花穂が分化し，其後同花穂内の各花の分化，発育，第 1-数個の腕花芽の分化，及び
夫 k の花穂内の花の分化，発育が，内外諸条件の許容する時期迄(関東地方に於ては，肢
花芽の分佑は12月下旬造，各花穂内個k の花の完全花，不完全花の決定は1月中下旬造的)
逐次行われるものである.而してこの花芽分化期は日長，温度の外，分化前の移植に依り
℃ 幾分促進されるが， 苗取時期，
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第1図 芸草花芽分化期前後の平均気温 (1952-1953)
備考実線 .鶴岡，点線 :高冷地農場，破綻 :笹小屋，
A 印:花芽分化期
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首の大小，土壊の干湿は殆ん
ど影響をもたなし、5)6) 
以上の点より，菩花芽の分
化期の基準として，江口博士
は秩季平均気温が 1TC前後
に低下した時期として居る
が，本調査の結果も概ね之と
一致し(第1図及第 1，2表)
弘前市附近にて佐k木氏の調
査した9月上，中旬12) (詳細
な調査結果は記載されていな
L 、)よりは10日内外遅いが，
関東地方的より約10-20日干
し、9月中，下旬に頂花芽の分
化が見られた.
併し本実験にて標高 740m
の笹小屋にては平均気温が更
に低下し 160C 内外となり初
めて分化が見られ，同地と平
地主の気候の差は約1ヶ月と
見られたに拘らず頂花芽分化
a砂
" 
併
東北地方積雪地帯に於ける惑の花芽分化並に花芽の芙育に就て一一青葉 ・大池 2J. 
期の差は約10日に過ぎなかった.同様の事実は横溝氏の神奈川県に於ける平地と高冷地と
の比較調査の結果16)にも特に説明はなし、が図示されている.叉従来低温は平均気温の形で
花芽分化期と密接な関係ある事が見られていて，最低気温との関係に就いては深く検討さ
れていない.本実験の湯合平地の頂花芽分化期の最低気温は14"C内外であったが，同程
度の低温は笹小屋'では既に 1ヶ月程前に数日続いて表われているに拘らず花芽の分化は見
られず，今次調主主の範囲内では特に最低気温と花芽分化との関係はみとめられなかった(第
2図).
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第2図苔花芽分化期前後の最低気温 (1952-1953)
備考符号は第1図に同じ
10月
この点，江口博士は幕首を夜間5'Cの低温に週わせる ことに依り長日下に於ても花芽の
分化する事を見ており 5) 又米国加州にても，夏期長日期間中にても幕苗が低温に週う時一
ば往k花芽を生ずるとされてる如く 5)花芽分佑が主として低温のみによって生起する例も
あるが，反面DARROW氏3)は， 15.6'Cの際は日長14--16時間では花芽は分化し難いが， 10， 
時間以下なら分化する結果を得， GOURLEY氏等8)も短目は温度の如何に拘らず花芽分化に
好ましい条件であるが，或範囲内では温度も 日長効果を左右する，と述べている.前記笹
小屋の場合も 1TC前後の平均気温或は最近気温 14'C前後となった当時は，通常花芽分
北を起し得るとされてる 日長13時間8)内外で、はあったが，花芽分化に必要な短目処理は50
日内外を必要とするとも言われ5)17'C頃造の日長は猶花芽分化には長過ぎた為，分化を起
し得なかったものと言えよう .
要するに日長， 温度は長日，高温下でランナー発生を促し，花芽分化に対し不利な状態
となるばかりでなく ，低温， 短目相互間に於ても，其等の1が一或程度以上短日叉は低温の
際は他の条件の或程更の不足にも拘らず花芽分イ七を誘起するが (前記5'Cの場合の如く)，
或程度以内の際は相互に措抗或は相助し，其の綜合結果として花芽分化を誘起或は誘起せ
ぬものと考えられる.
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従って従来の調益地に比較的近似の温度条件の地方に於ては，前述の平均気温 17'Cを
略頂花芽分化期の基準とし得るが，低温が極めて早く訪れる笹小屋の場合の如く異った温
度条件の地方に於ては 17'Cは必ずしも適合せず，更に日長条件をも考慮の要があろ う.
最近注目されて来た促成栽培用基苗の高冷地育百に於て，期待した程は花芽の分化， 発育
が促進されず，其の原因も疑問視されている場合もあるが，其の l原因は前述の 日長の点
にあると居、われる.
第2に分化した花芽の発育に就ては，従来或程度の高温と長日に依り明かに生長速度が
促され5)，花芽分化後の移棺，窒素肥料の不足等栄養的の条件は発育速度をも幾分は遅らす
が主に形成された奮の大きさ，花奮特に有効花芽の数の減少等の面で発育を阻げるものと
されている6).扱本調査地の如く暖地より花芽分化期は早4而も開花期の遅い場合は，当
然分化した花芽の発育遅延が予想、されるが，如何なる時期にその遅延乃至は停止が見られ
るかは興味あることである.
本調査の結果に依れば花芽分化期が幾分早い関係もあって，11月末頃の花芽の発育は関
東地方と異同様の進度にある.其後関東地方にては12月中は肢花芽の分化も各花芽の発育
も順調に進み5) 1月の低温期にも完全花，不完全花の決定等或程度の発育が認められ6) 3 
月春暖の候となり旺盛な生長を開始するのに対し，鶴岡の調査結果では特に生育の進んだ
第 1年目に於て12月中は幾分の発育が認められたが其後3月造は殆んど停止状態に近い.
元来菩発育の最低温度は 5'C内外とされそ居るが2)平均気温5'C以下の冬期間に於ても
僅乍ら葉の展開は認められ(第 5表)叉関東第5表積雪下惑の葉の展開 (1952-1953鶴岡)
!一門 l 地方にて前記の如く発育の認められる12，
口 穏巳ヘ凡:9.2410.211.6 13.1013. 1613. 30 
催 |目¥日i'""jW. "'1. U 1'"Wj 1.0. "U 1月は 5'C以下の時期であり (第6表) -
Bakemore [ 1 内葉 ?~I 5司-|ol o| O 方根部も 2'C以上で活動するとされてレる
U外葉 16.11 8.01 -1 4.01 4.01 4.0 
'1"-'-111 1 ~I 1 が10)積雪下にても僅な伸長が観察された.
lVIa凶 al [1 内葉 1~斗 5・司 1 ~.~ I -] 1.0 -7x 7-.u， tl外葉 16:11 6州-12:71 -1 4:3 然るに此の期間花芽に就ては殆んど発音
MaEoorl J|内葉I< ~. ~I ~.~ I ~.~I ~.~ I ~.~ I 1.8 の見られぬ点比花芽の婦は?肢の影響
8 ¥1外葉 i10.01 7ぺ4.014.01 3.0! 3.2 を受けることが大であるとされ(大和氏15)
備考初雪 11月13日，根雪 12月20日--3月15日 但同氏は日長の影響はないとしている)温
第6表関東及東北の惑調花期
、 | 開 花 始 |収穫始 15℃後開花迄日数 i~Or- I~ I ----r-*t:I'3 S! 
地¥項 I(五百示面目苛妄 百!-l i B i A i B I5℃以下期間i10℃以下期間点¥目 1¥..Ll..} /~a:' ~J.l a~y.LI J/ ~':' . 1>:1  i， f:1 M ¥ I c:r M ¥ I 一、 月日月日) 1(月日)I (月日)I (日) I 日) I(月日)(月日)I(月日)(月日)
平 塚 4.5 4.20 r 5.10 1 5.20 1 38 53 1 12.21-2.25 1 11.24-4. 1 
鶴 岡 5. 1 5. 9 1 6. 5. 1 6.10 1 36 4 1 12. 1-3.25 I 10.30-4.20 
備考 l鶴岡の開花収穫期は 1952，53の2年の平均値 2.平塚の九日は江口博士による6)
度の不足も予想され，更に低温，短日による軽度の休眠1) (此の事に就ては更に検討の余
地あ り )も関係ある も のと思われるが，①関東地方にては12~1月 も花芽の発育が見られ，
② 消雪後の花芽の発育は関東地方よりむしろ速かである点(第6表)③甚は元来S.L植物
であり 5)連続的暗黒は花の正常な発育を阻害するめ事からしても， 冬期聞東北地方の慈花
芽の発育が殆んど停止する事比積雪下の連続的暗黒に依る受光量の不足と共に，日長零
の極端な短目の影響も相当受けているものと思われる.
従って東北地方積雪地帯は低温及び極端な短目の為2重に有効花形成期間は短い結果と
312 
.静
-時
東北地方積雪地帯に於ける惑の花芽分化並に花芽の発育に就て一一青葉・大池 25 
なり13)，Famaxの如き果重型且分薬力旺盛な品種を選び，株数或はクラウン数を或程度
増加する如き栽培法がとられる事となる.例えば暖地に於ては肱花芽の完全花決定期であ
る1月上旬頃の窒素質肥料の施与が増収を斉すが14)東北地方に於ては9月以前の施肥が花
数，収量の増加を来し， 12月以降の追肥はランナー発生等翌年の栄養生長の助長のみに役
立つ結果となる(第7表).
第7表菩i員肥時期試験 (Mag∞nlO株平均，鶴岡 1951-1953)
凶5.l1J¥項
一要
グ +9月 窒
/ + 12月 /
//十 3月 F
無 肥
???
?
???
?、
?
??
?
?
、
?? ?
?
?
、
?
第3に早晩性の品種間差異であるが，本実験結果も江 口博士等の認める如く 6)花芽分佑
期の品種間差異は少く早，晩生種の聞に於てすら僅か10日余りで、あった.而して早晩生の
差は其後の発育過程に起るものであって，翌春の消雪後の発育に於てはむしろ差が縮少し，
成熟期の差は既知的11)の如く極めて小さい結果となる.
以上の現象の原因としては，菩の北方品種に見られる冬期休眠する性質的に帰する事も
考えられるが，北方品種は開花結実に対しては長 日性であ り1)， Missionaryの短日適応性
を受継いだ Blakemore9)よりは根雪の連続暗黒に依る発育抑制を強く受けたとも見られ，
花芽第育の耐低温性同就ての品種間差異と共に更に検討の予定である.
猶成熟期の品種間差異が少ない事は，開花後成熟迄の日数が早生品種程長い点よりして，
果実の発育，成熟の為には一定の温度を必要とするものであろう.
(5)摘要
1)東北地方積雪地帯に於ける菩栽培の基礎を明かにする為，花芽の分化， 発育の状況
を調査した.
2) 鶴岡に於ける菩頂花芽の分化期は，関東地方よ り約10日早 く9月下旬であるが，積
雪期間， 発育は殆んと停止し， 開花期は関東地方より20"-'25日遅い.
3)東北地方の高冷地の如き早く秩期の低温の訪れる場所に於ける花芽分化期の平均気
温は 1TCより も低い.之は 1TC当時の日長は未だ花芽分化に対し長過き、た為と思われ
る.
4)冬期間の花芽の発育抑止，特に晩生種の発育遅延は，低温及軽度の休眠現象に依る
外積雪による連続的暗黒 (極端な短臼) の影響もある と思われる (D配.15. 1953). 
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Summary 
1) The differentiation and the development of flower bud of strawberry in 
Tδhoku snowy district was observed by this al1ther as the foundamentaJ studies for 
practical farming. 
2) Flower bl1d differentiation at Tsurl1oka， Yamagata prefecture， isdone in the 
middle or last part oI September， about 10 days ealier than that in Kanto district， while 
the date of flowering is delayed for about 20 or 25 days as compared with that in 
Kantδdistrict. This is because， perha~， of the ceasing of growth during the snowy 
period in the former district. 
3) In such a district as Tohoku where the autumnal cold comes early in fal， 
the mean air temperature at the time of flower bud differentiation isgenerally lower 
than 17'C. This is due to the fact that the day-length， when it is higher than 17'C， 
may be too long for the differentiation. 
4) The retarding of flower bud development during the winter， especially in 
late variety， isseemingly due to the low temperature and the short dormancy， and 
moreover to the continl1ol1s darkness (extreme short-day) under the snow. 
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